
宣言日：2018（平成30）年11月21日
場　所：三重大学事務局棟2階会議室
立会人：石垣　弘美　三重県男女共同参画センター　フレンテみえ所長
　イクボス宣言の様子はこちらから

宣言者 宣言文
一　私は，地方自治体での実務経験を活かし，みえを共創する大学と
　　して，地域目線に立った官学連携の基盤づくりに努めます。
一　私は，つねに形式よりも実質を重んじ，よりよい教職協働の実現
　　に向け，教職間の垣根のないフラットな環境づくりを推進します。
一　私は，山本五十六さんの名言「やってみせ，言って聞かせて，さ
　　せてみて～（略）」の精神で，「みえを創る人」の育成に最善を
　　尽くすとともに，自らの成長にも全力で励みます。
一　私は「イクボス」の趣旨に則り，教職員のワーク・ライフ・バラ
　　ンスに配慮し，働きやすく楽しい職場環境づくりを目指します。
一　私は女性・若手教職員の自己実現に向けてのキャリア形成を支援
　　し，男女共同参画を積極的に推進します。
一　私は自らも仕事と家庭の調和を実践し，充実した人生を送ります。
一　教職員が協力して職務に取り組めるよう，また充実した私生活を
　　送れるよう，自身が良き「イクボス」となることを目指します。
一　学生および教職員が学習・研究・仕事に励み，一人ひとりがその
　　能力を発揮できるよう環境を整えます。
一　我が国の発展と地域創生に貢献するため，地域とも協働し次世代
　　を担う学生の健全な育成に努めます。
一　教職員のワーク・ライフ・バランスを尊重し，業務の効率化を行
　　い，休暇を取りやすい職場環境を創ります。
一　私は組織の目標とそれに基づく職員の役割を明確にし，ムダ・ム
　　リ・ムラのない業務の遂行を通して働き方改革と生産性向上に努
　　めます。
一　構成員の様々な個性や長所を理解し，それを伸ばすことにより，
　　円滑な人間関係や良好な職場環境が築けるように行動します。
一　個々のライフスタイルに応じたワーク・ライフ・バランスを応援
　　するとともに，みずからも三重の地における歴史，文化，自然，
　　食を通して人生を豊かにします。
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一　私は，職員一人ひとりが仕事と生活の調和をはかりながら，いき
　　いきと活躍することができるよう，明るく柔軟で風通しのよい働
　　きやすい職場づくりに取り組む「イクボス」になります。
一　組織内の情報共有をはかり，家庭の事情が急に生じた場合でも安
　　心して仕事を分担し合える職場づくりに努めます。
一　心と身体のリフレッシュ，家族との時間や地域とのつながり，自
　　己啓発等にかかる時間を持てる，健康で豊かな生活ができるよう，
　　業務の合理化・効率化を図り，時間外勤務の縮減に努めます。 ま
　　た，私生活を充実させることを目的に，休暇を有効に使うことを
　　奨励します。
一　私は，本学職員が公私を問わず，楽しく充実した日々を送れるよ
　　う，少しでも力になれる「イクボス」を目指します。
一　私は，これまで家族との時間を充分に作れなかったという後悔の
　　念を糧にして，若い世代にワーク・ライフ・バランスの大切さを
　　推奨していきます。
一　常に感謝の気持ちと思いやりを持って，皆が共に成長していける
　　職場環境になるよう努めます。
一　スポーツ等を通じて，自らが心身の健康づくりに努め，急がず，
　　慌てず，心豊かに過ごせるよう精進します。
一　仕事と生活の調和を考慮し，家庭生活と仕事が両立できるよう皆
　　さんを応援し，私自身も人生を楽しむイクボスになります。
一　多様な職員がいきいきと活躍できる職場環境づくりに努めます。
　　そのため私が率先して休暇の取得や時間外労働を少なくします。
一　イクボス宣言により，一人ひとりが充実感や生きがいを持ち，仕
　　事も生活も楽しめる職場風土を目指します。
一　私は，若手職員が「イクボス」の意味を理解し，賛同・応援して
　　くれる「イクボス」になります。
一　職員が三重大学のために働くこと，大切な家族を守ることに生き
　　がいを感じることができ，仕事と生活を両立できる職場環境を作
　　ります。
一　女性も積極的に管理職を目指すことを推進し，意識の向上を図り
　　ます。
一　三重大学の「イクボス」推進活動を，次世代の学生にも浸透させ
　　ることに貢献します。
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一　私は，医学・病院管理部の職員みんなが，ワーク・ライフ・バラ
　　ンスを実現し，男女ともにキャリアアップできるよう応援するイ
　　クボスになります。
一　一人ひとりのライフイベントに配慮し，休暇が取りやすい職場環
　　境づくりに努めます。
一　ワーク・ライフ・バランスを推進するため，時間外勤務の削減や
　　業務の効率化を進めます。
一　私自身，これまでの自分を反省し，仕事も私生活もエンジョイす
　　ることを目指します。
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